
 

 

 

 

 

未来の担い手としての当事者意識を子どもたちに 
生徒指導主事 兼松 明 

 

「私の参加により、変えてほしい社会現象が少しでも変えられるかもしれない」と感じる若者は、

アメリカ 70.5%、中国 79.6%、韓国 69.6%である一方で、日本は 35.4%に留まっています。興味深い

のは、いずれの国においても「全くそう思う」「そう思う」と答えた割合が 2008 年時よりも増えて

いる一方で、日本だけが 4割に満たない結果になっている点です。このことから、「誰かが決めてく

れる」といった従順な子ではなく、一人一人がよりよい社会を築く努力をできる子に育てることが

学校教育の喫緊の課題だと思います。その解決策として、子どもたち

に学校をつくる機会を積極的に設けることが肝要であるといわれてい

ます。そこで今回、タブレットの利用開始にあたって、ルールづくりを

生徒に委ね、つくったルールを生徒が全校生徒に説明することにしま

した。先日、すぐーるで配信した「蘇南中学校タブレットルール」がそ

れにあたります。メンバーは、各学年の学習長会の代表者で構成し、次

の３つを前提に議論をしました。 

  

 

 

 

 

はじめは、戸惑いを感じている様子でしたが、３年生が後輩の考えを誠実に受け止める温かさもあり、

誰もが考えを自由に発言でき、自分たちで一つずつルールを決めることができました。そのなかで、全校

生徒の納得が得られるよう、私たち大人の想像を超えて深くまで議論する子どもの姿に驚かされました。

例えば、『いつでも自由に利用できることが、逆にトラブルを生む可能性

があるのではないか』という問いから、対話を重ねる中で、「あくまで、

タブレットは、学習目的で利用するものであり、ST の時間や部活動など

で利用したいときには先生に申請したほうがよい。」といった内容で合意

形成が図られました。ルールづくりに携わった生徒からは次のような感想

をもらいました。 

・実際にルールを守るのは私たちだから、生徒がつくることで納得感をもってもらったり、守ろうって思っ

てもらえたりすると思う。校則なども今回のように生徒が見直していく機会があるといいなと思った。 

 

・当事者だからこそ分かる問題もあるし、その問題を解決していく視点も生徒ならではの視点で考えるこ

とができ、生徒が主体的にルールを守る上で大切な手段だと思った。 

 

・ルールは先生がつくるものだと思っていたのでびっくりした。先輩たちが私たち一人一人の意見を大切

にしていてすごいと思ったし、悔いのないルールづくりができてよかった。 

今後も蘇南中では、様々な教育活動において、子どもが生み出したアイディアを実行する場を積極的に

設け、子どもたちが学校づくりの当事者意識をもって活動できるようにしていきたいと考えています。 

蘇南中だより

❶ 一人ひとりの考えは尊重され、自由に意見交換ができること。 

❷ 「そもそも何のためのルール」なのか最上位目標を明らかにすること。 

  （今回は、タブレットを利用する上で全校のみんなが安心して生活することができること。） 

❸ 決まったルールは学校 HP に公開し、生徒の意思を表示できる場を設けること。 

 

子どもたちが議論する様子 

校長先生に提案する様子 

自己を生かす生徒 
助け合い励まし合う 
知恵を働かす 
たくましくやりぬく 

令和７年６月１日発行 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 学 校 ･生 徒 会 行 事 最終下校 

1 日   

2 月 命を守る訓練Ⅱ（予備日）  15:15 

3 火  14:45 

4 水 前期中間テスト 15:25 

5 木 
内科 2 年 4・5・6 組，11 組（2

年女） 
16:15  16:45 

6 金  16:15  16:45 

7 土   

8 日   

9 月  15:15 

10 火 家庭教育学級（高校見学会） 16:15  16:45 

11 水 前期中間テスト追検査 15:55 

12 木 
生徒集会 

内科 3年 7・8・9組 
16:15  16:45 

13 金  16:15  16:45 

14 土 今渡南小資源回収  

15 日   

16 月 生徒会協議会〔７・８月〕 15:15 

17 火  16:15  16:45 

18 水 議会Ⅲ〔７、８月〕 
15:55  

16:45 

19 木 内科 2年 7・8・9・10組 16:15  16:45 

20 金 
⑤授業参観Ⅱ 

学年懇談会（3年のみ） 
15:15 

21 土 地区中総体大会開幕  

22 日 地区中総体大会  

23 月 
委員会、学習長会Ⅲ〔７、８月〕 

教育委員訪問 
15:15  16:15 

24 火 市教研Ⅰ 
13:30  

15:05 

25 水  15:55 

26 木 ３年 進路説明会 16:15  16:45 

27 金  16:15  16:45 

２８ 土 地区中総体大会  

２９ 日 地区中総体大会  

30 月 
修学旅行Ⅰ（ジブリパーク） 

１・２年生 4時間授業 
14:10 

栄光を称える 

【７月の主な予定】 

５日（土）  地区中体連大会 

６日（日） 地区中体連大会       

９日（水） 全校研究会（午前授業） 

１１日（金） 主任児童委員会 

 １２日（土）  地区中体連大会 

１３日（日） 地区中体連大会 

１８日（金） 夏季休業前授業終了日 

１９日（土） 地区中体連大会 

２２日（火）～２９日（火）  

三者懇談（PM） 

 ２３日（月） 民生児童委員協議会 

２５日（水） 岐阜県吹奏楽コンクール 

5月 1０日（土）第 1回資源回収の報告 

・新聞       700㎏  4,200円 

・雑誌      2,740㎏  8,220円 

・段ボール     960㎏  4,800円 

・牛乳パック  30㎏     210円 

・アルミ    40㎏   3,200円 

          合計  20,630円 

 保護者の方、地域の方にご協力をいただ 

きました。ありがとうございました。 

第２４回 日本少年野球支部選手権大会 

優勝 岐阜中濃ボーイズ 宮澤 碧心 

第４７回可児市剣道選手権大会  

中学生男子の部 第３位 森川 尚哉 

第３位 吉川 秦玄 

岐阜県バレーボール中学生選抜大会 

可茂地区予選会  男子の部 第３位 

 

岐阜県中学生卓球選手権大会可茂地区予選 

女子団体 優勝  蘇南中学校 A 

      第３位 蘇南中学校 B 

女子シングルス 優勝   柴田 夕陽 

         第５位 伊東  咲菜 

第２２回赤塚修杯八百津オープン卓球大会 

一般女子シングルス 第５位 伊東  咲菜 

第５位 柴田 夕陽 

一般女子ダブルス 第３位  

伊東 咲菜・柴田 夕陽 

中学生以下女子シングルス  

第５位 伊東  咲菜 

＊敬称略 


